
ジモトで座談会（波田地区）

波田地区 地域づくりセンター・町会連合会



❶ 地区内の子育て支援活動について

❷ 地区内の子育て事業・環境等について

❸ 子どもの成長に向け地域活動に期待したいことについて

❹ 中学校の部活動地域移行について



関係団体の活動内容紹介



★活動内容★
公民館サークル会員の皆さんが
講師となり、波田小学校のクラ
ブ活動を支援

波田小学校クラブ活動支援

【支援クラブ】
写真、囲碁、将棋、茶道、マジック、
折り紙アート、ビーズ手芸の７つ

令和６年度は５月～１０月まで
計６回実施

令和６年度～



親と子が共にからだを動かし、語り合い、笑い合う楽しい教室の中で、親子のきずなを
一層強くし、大地を突き破ってすくすく伸びる竹の子のように心もからだもたくましく、
そして健やかに育つことを願う（昭和５６年～）

【対象】 未就園児とその保護者

【期間】 ５月末～１２月上旬
（年４４回実施）

【内容】 親子での運動や遊び、
体力テスト、野外遊び、
情操教育、救命講習など



様々な経験を積み重ねる
中で、すくすく伸びる
竹の子のように、
心も体もたくましく成長



★活動内容★

●波田の自然の素晴らしさを
体験する自然観察会や飯ごう
炊さん、川遊び

●波田子ども夏祭りを開催
R6 参加者約３５０名
（中学生ボランティア３５名）

●文化祭
・まが玉作り
・ハロウィンランタン作り

●「子どもイベント情報」を隔月
で波田全世帯に配布
学校や地域行事、育成会事業
を周知している



毎週月曜日開催
16時30分から20時ぐらいまで

参加型、料理作り・夕食提供
片付け・学習支援・子育て相談
運動遊び・体験活動

令和6年度 ５８回実施

子ども食堂「ポジラボ食堂」

令和6年4月～



こどもたちの体験活動の格差を減らすた
めの取り組みとして、年1回文化ホール
を使用し、参加型ステージ発表の機会を
作っている

子どもが主役！波田フェス
未来あるこどもたちを大人が
輝かせる

令和6年9月１５日
波田アクトホール500名来場

令和7年度「学園交流祭）と名称を新たに9月23日（祝日予定）出演予定 波田小学校・波田中学校
梓川小学校・本郷小学校・ヤマダイコ・楽団ケセラなど、若者を主体としたイベントを企画中



体育・スポーツの普及振興を図り、健康で明るく豊かな地域づくりを目指す

★活動内容
・様々なスポーツを体験できる「チャレンジフェスin HATA」を開催
・１５のジュニアスポーツクラブが波田地区内で活動



学校・家庭・地域が一体となって
波田地区の子どもの育成に取り組む

★活動内容★
・あいさつ運動・登下校見守り
・給食配膳ボランしティア
・学習支援、歴史学習案内
・学校の環境整備



未就園児親子交流会「ふれあいタイム」の開催

★活動内容★
・保育士による遊びや親子同士の交流、簡単な工作
・食生活改善推進員さんの協力による簡単なおやつ作り



意見交換



意見交換



意見交換



意見交換



ー４人の子育て中のお母さんからー

●問題点

・部活動がなくなることで、あらゆるスポーツや文化的教養の入り口が失われている。

・成長期のエネルギー発散場所として部活動は重要ではないか（非行との相関関係）。

・地域移行により送迎が必須であるため、多子世帯には対応が難しい。

・親の送迎が必須となることから、多くのクラブチームは夜遅くの活動となる。そのため、
睡眠や学習時間の確保が難しくなっている。

●提言

・問題点が解決されないと松本市の「三ガク都」のうち「楽都」と「学都」が成り立たなく
なるのではないか。

・学校施設や設備を生かす方法が地域移行のほかにないか。準備をしっかりとし、もう少し
地盤を固めたうえで行うべき。

・予算の無駄を省き教育に予算を割り当てる。教職員の処遇改善、人員不足の解消をするこ
とが、未来を創る子どもたちにとって最善の方策であると思う。



松本市長 臥雲 義尚



お時間をいただき、ありがとうございました。


